
 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

注意！  ノロウイルスに感染しても症状が出ずに、腸からノロウイルスを排出することがあります。 

感染の原因 

 

 

 

 

 

 

ノロウイルス感染の予防方法 

 

  

  

  

 

 11月 
2025 年 10 月 31 日発行 

札 幌 市 立 日 章 中 学 校 

札 幌 市 立 幌 東 中 学 校 

↓ 裏面もご覧ください  

 

◆ノロウイルスは熱（高温）に弱いので、調理の際は、食品中心部まで十分に加熱する。 

（中心部の温度を８５℃にし、１分間持続させる。） 

◆感染者の便からも感染するので、トイレに行った後は必ず、しっかりと手を洗う。 

（トイレ個室内のドアや鍵部分などにウイルスや菌が付着しているため。） 

◆トイレ内の手洗い場では、必ず手を洗う。もし洗わなかった場合、直後にさわったトイレ出入口 

のドアやその他の物にウイルスが付着して他の人が感染してしまうおそれがある。 

◆調理する前や食事前はしっかりと手を洗う。 

◆調理に使用した調理器具は、洗剤でよく洗い、熱湯で消毒する。（ときどき、塩素系漂白剤も使用すると効果的。 

 

◆嘔吐
お う と

や腹痛、下痢（水のような便）、発熱 

（３８℃以下）など。 

◆感染してから症状が出るまでに約２４～４８時

間（平均３６時間）かかる。 

◆３日程度で回復するが、抵抗力の弱い子ども

やお年寄りは、重い症状になることがある。 

◆回復後も通常１週間から 

長くて１か月程度、腸から 

便の中にノロウイルスを排出 

することがある。 

  

 

◆牡蠣などの二枚貝を生、あるいは十分に加熱しない状態で食べるとノロウイルスに感染することがある。［食中毒］ 

◆ノロウイルスに感染した人が手をよく洗わずに調理をすると、手や調理器具から食品にウイルスがうつり、この食品を

食べた人が感染する。［食中毒］ 

◆感染した人の便や嘔吐物（はいたもの）を処理するときに感染する。［感染症］ 

◆汚染箇所
か し ょ

（感染した人の便や嘔吐物があった場所）を十分に消毒しなかった場合、残ったウイルスが空気中に 

飛び、その粒子から感染する。［感染症］ 

 

冬の食中毒について 

食中毒は、暑い時期だけではなく、寒い冬にも発生します。冬は、「ノロウイルス」による食中毒の感染者が多くなります。 

 

 

◆牡蠣
か き

や大アサリ（ウチムラサキ貝）、シジミ、

ハマグリなどの二枚貝の内臓（中腸腺）に 

ウイルスが蓄積
ち く せ き

していることがある。 

◆感染力が強く、１００個以下の少量のウイ

ルスでも感染して発症する。１人が発症す

ると、多くの人に感染させる可能性があ

る。 

◆人にだけ感染する。 

人の腸の中だけで 

増殖する。食品の 

中では増えない。  

ノロウイルスの特徴   症状など 
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